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日韓両言語における「不満表明」に関する一考察

―異文化による「もめごと」での行動および言語表現を中心として―

A Comparative Study of Daily Life Complaining between Japanese and Korean:

Focusing on Behavior and Forms of Expression in Conflicts Caused by Cultural Differences

鄭 賢 煕 *

(j e o n g h y u n h e e @ b ot m ail .c o m )

T h e o bje c t of t hi s p a p e r i s t o s h e d lig ht o n th e f a ct th at v e rb al c o m m u ni c ati o n c o n fli ct s d o a ri s e

i n c o n v e r s ati o n s b et w e e n J a p a n e s e n ati v e sp e a k e r s a n d p e o pl e w h o m a k e u s e ofJ a p a n e s e a s a s e c
-

o n d l a n g u a g e ( a J S L s p e a k e r) . M o r e s p e cifi c all y ,
it f o c u s e s o n f o r eig n p at t e r n s of sp e e c h a ct

b e h a vi o r s w hi c h u s u ally fi n d t h ei r w a y i n t o t h e s e c o n v e r s a ti o n s a n d h o w t h e y gi v e ri s e t o s e v e r
-

al p o s sibiliti e s of m i s u n d e r st a n di n g s d u ri n g s u c h c o n v e r s ati o n s . T h e o bj e ct of t hi s st u d y a r e

o v e r s e a s K o r e a n st u d e n t s
,
fl u e n t i n J a p a n e s e

,
a n d t h e w a y s t h e y h a n dl e d aily lif e sit u a ti o n s

”

v i s a

vi s
‥

J a p a n e s e n a ti v e s p e a k e r s h a v e b e e n a n aly z ed f r o m a li n g ui sti c p e r sp e cti v e . T h e c o n v e r s a -

ti o n s w e r e t a k e n f r o m r ol e
-

pl a y e d sit u a ti o n s of c o n fli ct b et w e e n t w o J a p a n e s e n a ti v e s p e a k e r s

(2 0 p ai r s)
,
t w o K o r e a n n a ti v e s p e a k e r s (2 0 p ai r s) a n d o n e K o r e a n n a ti v e s p e a k e r a n d o n e

J a p a n e s e n ati v e sp e a k e r (2 0 p ai r s); a n d t h e s e w e r e a n aly z e d a c c o rdi n g t o th ei r s p e e c h a ct b e h a v -

i o r al c h a r a ct e ri sti c s . O n a c c o u n t of t h e r e s ult s obt ai n e d i n thi s st u d y ,
c o m m u ni c ati o n - r el a t e d m i s -

u n d e r st a n di n g s b e t w e e n n ati v e J a p a n e s e sp e a k e r s a n d J S L K o r e a n s p e a k e r s h a v e a g r e at p r ob a
-

bilit y o f o c c u r ri n g i n r e al -lif e sit u ati o n s .

1
. は じめ に

現在､ 外国人 に関わる もめ ごと､ 事件､ 裁判などはもう珍しくな い もの に な っ て い きて い

る ｡ その 原 因 の1 つ として挙げられる の が ことば の 問題で ある ｡ 人は言語行動を行う時､ 自

分が生まれ育 っ た環境､ 文化に基づ き､ 発話行為を行 っ て い る｡ 同言語圏の 人 の 間で あ っ て

もこ の 発話行為にあた っ て誤解なくなされる こ とは困難で ある｡ それが､ 文化や言語を異に

する人と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン で は相手に誤解 を招 い たり､ 摩擦を起 したりす る可能性が大

きくなる ｡

その 中で も特に誤解が生 じやす い 場面が｢ もめ ご と+ で あり､ ｢ もめ るこ と+ の 出発点は不

満を抱 く こ とだと思われる ｡ そ こ で ､ 不満表明行為の 日韓の 違 い を日常生活で見られ る場面
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鄭 賢興

を設定し､ 分析を通して ､ 不満表明に関して両言語に どの ような特徴があ るか ､ ま たもめ ご

とに 関して ､ どの ような意識を持 っ て い る の かな どの 異文化的問題 に接近する こ とにする ｡

2
. 研究方法

今ま で の ｢ 不満表明+ に 関する研 究は初鹿野阿 れ他 (1 9 96) ､ 朴番囲 (20 0 0) ､ 李善姫

(20 0 4) で ､ まだそ の 研究は少 な い ｡ そ の 中で ､ 韓国入学習者を対象に した の が ､ 朴東園

(2 000) ､ 李善姫 (20 04) で ある｡ 朴は談話完成テ ス トを用 い て 日本語母語話者 ･ 韓国人母語

話者､ 韓国語母語話者の不満表明ス トラ テ ジ ー

使用 と言語形式に見られる間接的要因の 使用

を調べ た｡ 李は不満表明ス トラ テジ ー をF T 度により分類 し､ 分析を試み た｡

こ の ような研究で主 に使用されて きた研究方法として談話完成テ ス トで あ っ たが ､ 本研究

で は ロ
ー

ル プレイ方法をとる こ とに した｡ またもめ ごとに関する意識調査 の ため に フ ォ ロ
ー

ア ッ プイ ン タ
ー ビ ュ

ー を行 っ た｡

3 . 調査対象

韓国人母語話者 ( K N S) ､ 日本人母語話者 O N S) ､ 韓国入 日本譜学習者 O S L) 1 20 名を対

象に した｡ 年齢は20 代 - 3 0代の 大学､ 大学院生で ､ 新潟､ ソ ウ ル 地域で 調査を行 っ た｡

4 . 分析方法

以上 の 条件をもとに日常生活で遭遇す る可能性の 高い もめ事の修復可能な場面 (騒音) を

設定し ロ
ー ル プレイを行 い ､ 修復可能な場面 にお い て使われる不満表明ス トラテ ジ ー の使用

傾向およ びス トラ テ ジ
ー

の連鎖型および展開等を分析する ｡

本研究で は今まで の研究とは違 い ､ ロ ー ル プレイと い う実際会話形式を使用 して い て ､ さ

らに ､ あらすじの な い ロ
ー

ル プ レイ形式なの で ､ 出現する ス トラテ ジ ー も様々 である ｡ こ こ

で は初鹿野阿れ他の 不満表明ス トラテ ジ ー の 基づ き作成された朴承囲 (2 000) の ｢ 不満表明

ス トラ テ ジ ー

リ ス ト+ に本研究 で 出現 した ス ト ラ テ ジ ー ( 3 つ) を加え不 満表明ス トラ テ

ジ
ー リス トを作成した｡ ロ

ー ル プレイを利用した調査が終わ っ た後､ フ ォ ロ
ー

ア ッ プイ ン タ

ビ ュ
ー を通してもめ ごとに関する意識調査を試み た ｡ 第 1 の 設問に よ っ て ､ 不満表明行為の

手段の 使用展 開､ 第 2 の 設問に よ っ て不満を言う側が思う解決 に関する意識､ 第 3 の 設問に

よ っ て不満表明の 方法として どの 方法が好まれて い るかを明らかにする ことを目的とする ｡

不満表明ス トラテ ジ
ー リス ト

1 . 慣用的前置 き表現 【前置き】

･ こ ん なこ と い きなり言うの はち ょ っ と申し訳な い ん ですけ ど､
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2 . 改善要求

2 - a . 直接改善要求 【直接要求】
･ もうすこ ししずかに して い ただけませ んか ｡

2 - b . 改善された結果 に つ い て の 言及 【改善結果】

･ ちょ っ と控 えて い ただければありが た い ん ですけど､

2 - c . 社会的規範に言及する など､ 結果 的に望ま しくな い 状況 の 改善に むすび つ く行為

を要求するこ とによ っ て ､ 相手に好ま しくな い 状況で ある こ とを認識させ る ｡ 【間接

要求】

･ 今もう1 2 時過 ぎて る し､ 普通はもうち ょ っ と時間を考えて ほし い ん ですけ ど､

2 - d . 改善の代替策を提示 【提案】

･ 近く の コ イ ン ラ ン ドリ
ー

に行くとかは どうですか ｡

3 . 命題内容の 表出

3 -

a . 相手によ っ て引き起 こ された好ま しくな い 行為､ 状況を同定する ｡ 【状況 同定】

･ え ー と､ 洗濯の音がち ょ っ とうるさ い んで すけ ど､

3 - b . 相手が行 っ た好ま しくな い 行為または行為または状況 に より引き起こされた結果

を同定する ｡ 【結果同定】

･ 夜に洗濯機回される の はすご い 眠れなくて困 っ て るんですけど､

3 -

c . 直接命題内容に つ い て述べ る の で はなく , 他の 状況 ､ 行為に言及する ことで好ま

しくな い 影響を受けて い る状況 ､ 行為を暗示す る ｡ 【暗示】

･ ちょ っ と夜だと､ となりだけじ ゃ なくて ､ 上下左右も､

4 . 好ましくな い 状況が生起した原 因､ 理由､ または その 状況が生 じた過程を問う｡ 【過

程問 い】
･ あなたは夜中に家に帰 っ てきますよ ね｡ その後か ら洗濯なさ い ますよね ｡

5 . 好ましくな い 状況が生起した こ との確認 【確認】
･ 今､ 洗濯してますよ ね｡

6 . 条件提示 ( 警告､ 脅か し､ 非難など) 【警告】
･ また こ の ようなこ とがあれば警察に通報しますよ ｡

7 . 代償要求 ( 好ま しくない 状況を引き起 こした相手に代償を要求する) 【代償要求】

･ 該当例なし

8 . 不満感情表出 (慣用表現とな っ て い るもの) 【感情表出】

･ 該当例なし

9 . 相手の 過失を受け入 れる 【許容】

･ 該当例なし

10 . 改善にお ける自分が納得できそうな条件を い う｡ 【条件】

･ 朝だとぜん ぜん かま い ませ んが､

l l . 自分が今置か れ た立場を言うな ど､ 相手を説得す る 【説得】

･ 私も朝仕事あ っ て ､ ち ょ っ とそ の とこ ろ理解 して い ただけませ んか｡
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フ ォ ロ
ー

ア ッ プイ ン タ ビ ュ
ー

の 設問

1 . 日常生活で 実際 こ の ようなこ とが起 きたらどうしますか ｡

どんな方法を使い ますか｡

そして ､ その 方法で は改善されを い 場合は どうしますか｡

3 段階で こたえてくださ い ｡

2 . 相手に不満を言う時､ 今の状況が どれくら い 改善されたら満足 しますか ｡

3 . 不満を言われる側 だとし､ 相手に直接言われ る の と第3 者 (大家､ 不動産) に言われ

る の とどちらが い やな気持ちになりますか｡

5
. 分析結果

( 1) 各ス トラテ ジ ー の全体的使用傾向

全体的 にK N S の ス トラテ ジ ー の使用

が多い こ とが分かる と思 われ る ｡ 20 組

の ロ ー ル プ レイ で の 不満表明ス トラテ

ジ ー 使用の 合計をみ るとK N S が1 46 回､

J N S が1 09 回､ J S L が102 回の ス トラ テ ジ

ー が見られて い る｡ また ､ 2 - a 【直接改

善要求】 の ほうが 3 者ともに
一

番多く

見られたス トラテ ジ ー で ある ｡ 全体ス

トラ テ ジ ー 使用 の 回数に は それぞれ違

い はあるが ､ 使用 ス トラ テ ジ ー 傾 向と

して はほ ぼ同じで あ っ た｡

しか し､ こ こでJ N S と明らか な差が

見 られ た の は ､ l l 【説 得】 で あ る ｡

K N S ､ J S L はJ N S よりこ の ス トラテ ジ ー の使用が目立 っ た｡

(2) 連鎖型と バ リ エ ー シ ョ ン度

不満表明行為は ､ 単独 の ス トラテ ジ ー または い く つ か の ス トラテ ジ
ー

の 連鎖によ り 1 つ の

不満表明と して機能する ｡ こ こ で はJ N S ､ K N S ､ J S L の 各被験者グ ル ー プが どの よう 馴憤番

で ス トラテ ジ ー を使 っ て い るかを分析 した｡ その 結果､ K N S ､ J S L の 連鎖型 の バ リ エ ー シ ョ

ン度が高 い こ とが分か っ た ｡ J N S は 1 つ の連鎖型に集中する傾向がみ られ､ 連鎖型 にもバ リ

エ ー シ ョ ン度は低か っ た ｡
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( 3) 会話から見られた特徴

会話におい て ､ K N S が会話が 一 番長く､ J S L が
一

番短か っ た｡ 会話の接触の 開始か ら終了

まで交わされた会話回数は､ K N S は全部で2 93 回, J S L は207 回､ J N S は25 3 回で あ っ た｡ K N S

は事実説明､ 説得､ 提案な どの ス トラ テジ ー が多く見 られた ｡ こ の こ とがK N S の 会話回数が

い ちばん多か っ た理由だと考えられる ｡

また､ 不満表明ス トラテ ジ ー

の 使用 にお い てJS L は母語の転移によ るもの が多く見られた｡

表現例 として 以下 の 3 つ が挙げられる ｡

① 私が我慢する ､ ず っ と我慢しなければ い けな い んで すか｡

( 包 7]l 今 昔ot ot せ 管t] 7 7T ? )

② それで も､ こ れはち ょ っ とだめ です｡

( ユ 胡王 ユ 召 o
u
l 一

召 t] q -

.)

③ 私の立場にもな っ てみてくださ い ｡

( jll 斗頚 三 善 卑 子 l̂l 且 .)

次にK N S で見られた上記 の ような表現を見てみ るこ とにする｡ これによ っ て ､ 韓国語から

の転移で あると い うことがは っ きりすると思われる ｡

① ol 711 申子 ol 喜王 O 川 ヱ 瑚
o

j zi o1 12 人I
t =

3 ol ^l 可tq
t l

tl 奇書 ol曽711 斗j 1
,

ユ司ヱ t＋

叫
o
a スl 召ol 巷 せol oll 且

.

( これが
一

回二 回で もなく､ 毎日の ように1 2 時すぎて洗濯 したら､ わたしは い つ 寝て い い

ですか ｡ それに私 は明日試験なん です よ ｡)

@ ol 司1 貴司且
. l̂l 卑71 喜 叫干 匂 司 xl 告叫 ?

(理解で きませ ん ｡ 洗濯機変えれば い い ん じ ゃ な い かな｡)

③ 9i 瑚舛xl 仝 % oll 人l せ司 ot 菅tl 77T ?

( い つ まで こ の騒音に耐えなき ゃ い けな い んで すか ｡)

④ コ 胡 王 瑚望 1 2 スl せ 司包 容 o1 瑚 L] 7T ,
ill

o

j 杏主 音 J^B z＋朝 子 l̂l 且
.

( でも､ 毎日12 時になる と目が覚めるから､ 私の立場もち ょ っ と考えてくださ い ｡)
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もちろ ん ､ J S L で現れた表現 は 日本語母語話者の 会話で も出現 しうる表現と思 われ るが ､

今回の 調査で は①､ ②の ような表現 は見 られず､ ⑨ に関して はJ N S でも類似 した表現が見ら

れた ｡

(4) 設問1 によ る もめ ごと展開パ タ
ー ン の分析

設問1 で は日常生活で こ の ような事態が起こ っ た場合 は どの ような態度を取るか ､ また､

そ の理 由を聞 い た ｡ 設問 の結果 ､ 以下 の 7 つ の パ タ ー ンが現 れた ｡ J N S ､ K N S ､ J S L の それ

ぞれ の 出現原皮を見る ことにする ｡

パ タ ー ン 1

パ タ ー ン 2

パ タ ー ン 3

パ タ ー ン 4

パ タ
ー ン 5

パ タ ー ン 6

パ タ ー ン 7

我慢する
一

相手に直接言う
一

第 3 者 に頼む (大家さんか不動産)

我慢する一 第3 者に頼む 一

相手に直接言う

我慢する一相手に直接言う (数回)
- 喧嘩

我慢する一 第3 者に頼む 一 諦める

我慢する
一

相手に直接言う- 締める

我慢する一相手に直接言う
一 同じようにう るさくする

なんらか の 合図を出す一相手に直接言う一 第3 者

1 0 0 .0 %

9 0 .0 %

8 0 .0 %

7 0 .0 %

6 0 .0 %

5 0 .0 %

4 0 .0 %

3 0 .0 %

2 0 .0 %

1 0 .0 %

0 .0 %

/

-

)
～
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-
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r
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ゝ
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-

)
ち

/
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匂

ノ
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へ

や や や や や や や

F J N S

J K N S

E】J S L

こ の 図はJ N S ､ K N S ､ J SL を比較したも

の である ｡ こ こで分 かるように K N S はな

る べく直接相手と話して 問題 を解決しよ

うとする傾 向が見られ る ｡ J S L も 同様 ､

直接相手と話すことを好む傾向がある こ

と が分 か る ｡ J N S は パ タ ー ン 1 も2 0 %

あ っ たが ､
パ タ

ー ン 2 の 方が主流 で あ っ

て ､ 第3 者を通 して相手に伝える ことを

好んで い る こ とと思われる ｡

(5) 設 問 2 解決に関す る意識

設問 2 は不満を い う時､ 相手に どの 程

度を期待して ､ 解決 したと思うの かを分

か るた め に行 っ た ｡ 設問 の 結果 ､ 以下 の

3 つ に分類する こ とがで きた｡

1 . 不満を相手に伝えただけで満足する ｡

2 . ある程度､ 改善の 様子が見られたら満足する ｡

3 . 絶対静かに して ほ し い
｡

-
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0 %

承
㌔ ㌔㌔

■J N S

■ K N S

□JS L

上記 の 分類を基 に､ K N S ､ J N S ､ J S L を比較し

たの が こ の 図で ある｡ K N S ､ J N S ､ J S L 同様､ あ

る程度改善の様子が見られたら満足と い う答え

が 一

番多か っ た｡ 理由と して は､ ｢ 自分もたま

にはう るさくする こ とがあ るだ ろうから+ ｢ 相

手にも相手の 事情があ るだ ろうか ら+ ｢ 相手が

誠意を見せてくれたら い い かな+ な どであ っ た｡

こ の ことから解決に関するJ N S ､ K N S ､ J S L の 意

識にそれほ ど差がな い ことが推測される｡

(6) 設問 3 によ る不満を言われた場合 の 意識調査

設問 3 は不満を言われた場合 ､ その気持ち に注目したも の で ある ｡ その質問 に対して以下

の 4 通り の 答えが出た｡

1 . 直接

2 . 第3 者

3 . 両方同じである ｡

4 . 気分悪くな い

1 00 %

9 0 %

8 0 %

7 0 %

6 0 %

5 0 %

4 0 %

3 0 %

2 0 %

1 0 %

0 %

㌔ ㌔
㌔ ㌔

■+ N S

■K N S

lコ+ S L

こ の 図を見る とK N S とJ S L の 場合 は第3

者 (大家､ 不動産) に言われる ほうが い や

な気持ち になる と答えた 人が80 % 以上 に上

っ た｡ J N S の 場合は 直接言われ るほうが い

や な気持ち になる と答えた 人が56 % で あ っ

た｡ K N S ､ J S L の0 % に比 べ る と圧倒的に多

い と思われる ｡

直接言われ る い や だと答え たJ N S にそ の

理 由を 聞く と ｢ なん と なく い や だ+ ｢ 第 3

着で ある大家 か不動産屋 は 中立的な立場だ

から言 われて も大丈夫だが ､ 相手に直接言

われ る の は気分悪 い+ ｢ 第 3 者は権力的に

上 だから い い け ど､ 直接言われる の は い や

だ+ などの 答えが上 げられる ｡ 第3 者に言われる の が い やだと答えたK N S ､ J S L にそ の理由

を聞くと ｢騒音と い うの は 二 人の 間の 問題 だから第3 者に言われる筋合 い はな い+ ｢ 告げ口

されたような感じだ+ ｢裏切られたような気がする+ ｢ 第3 者が関与する問題で はな い ｡ あえ

て 第 3 者に言われたら静かに しな い+ などの 答えが見 られた ｡
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6
. 考察

本研究で は韓国人留学生を対象に日本人と の 間で の もめごとの処理 に つ い て言語行動に焦

点を当て ､ 研究を行 っ た｡ 調査 の 際は社会的要因を最低限抑えるため ､ 同年代の 初対面で あ

る こ とを前提にしたも の である ｡ その 結果､ 韓国人と日本人の 間にある意識の 差が特徴付け

られた｡ まず､ 第3 者の 認識 の 違 い で ある ｡ そして ､ もめ ごとに 関する意識で ある｡ 日本人

はもめごとは否定的なイメ ー ジを持 っ て おり､ なる べ く関わらな い ほうが い い と い う意識が

強 い が､ 韓国人は もめ る こ とに より､ 話し合い が始まり､ お互 い 納得で きる解決案が見出せ

ると いう肯定的な意識を持つ 人が多か っ た ｡ 最後に他人 に関する認識 の 違 い であ る｡ 分析結

果ですで に分かる ように ､ 日本人 の 場合 は ｢ もめたくな い か ら+ ｢知らな い 人だから+ ｢ とな

り の人 だから+ な どの こ とで ､ 直接言わずに第 3 者に言うとされて い る ｡ こ の ように ､ 日本

人に と っ て ､ となりの 人で あ っ て もあくまで も他人で あると い う認識が強 い こ とが予想され

る ｡ しかし､ 韓国人 にと っ て他人は い つ でも友達になれるという意識が強 い
｡ それで ､ 他人

で あ っ て も第3 者に言われる より直接言われる ことを好む 1 つ の 理由で あると思われる｡ 第

1 の 設問にお い て ｢ まず､ 友達な っ た後､ 不満を言う+ と答えた人が い た の もこ の ような意

識が根底にあきらかである ｡

また､ もう 1 つ あげられる の が､ 社会的通念の違 い で ある ｡ 日本はア パ ー トの契約にあた

っ て何か問題がある場合 は､ 大家か不動産 に言うと いう条項が契約書に明記 されており､ 第

3 者である大家か不動産 に いうの を当たり前だと認識されて い る ようだ｡ しか し､ 韓国の 場

合はそう い っ た条項は見られな い ｡ 部屋 の 設備の欠陥で ない か ぎりは大家か不動産との 関わ

りが な い の で ある ｡

次に言語コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン における問題である ｡ 不満表明行為は相手を立場を脅かす行

為とされ､ 非常に誤解が生 じやすい ｡ 会話回数の多さで分かる ように ､ 韓国人は話し合い を

通して妥協点を探そうとするから､ 相手に と っ て は ｢ し つ こ い+ ｢ むか つ く+ などの 感情を

抱く こ とになる と思われる ｡ また ､ 日本で暮らして何の 不自由もな い 韓国人で あ っ て も､ 不

満表明の 際､ 母語 の転移によ るもの が出現 した の である ｡ こ れも聞き手にと っ ては ｢ ひ ど い+

｢ そ こまで言わなくても+ な どの 感情が芽生 え､ 誤解を招い たり､ 喧嘩に な っ たりする可能

性があると思 われる ｡

7
. 今後の課題

今回の調査で は各グル ー プ40 人ずつ ､ 6 0 組の ロ ー ル プ レイ結果に基づき､ 分析行 っ たが ､

これで はデ
ー タ数がまだ､ 不十分 で 一 般的な傾向を見出すには無理があると思われる ｡ また､

自由会話形式をとり､
ロ ー ル プ レイ を実施したが ､ 分析で は不満を言う側 にだけ焦点を当て

分析した の で ､ 相手方の反応 によ る影響は み るこ とが不可能であ っ た｡ そして ､ 不満表明の

場面設定もも っ と増やす必要があると思われる ｡ 最後に どの ような社会的要因が作用するか､

また どの社会的要因がも っ と重視されて い る の かなどの 文化的要因をみるため に ､ 場面 ごと

ー
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の 条件を変えて調査をする必要がある ｡ 今後こ の ような問題点を考慮に い れ､ 研 究を進めて

い きた い ｡

本稿は､ 修士論文 ｢紛争展開過程における異文化間比較一 日常の もめごとで の 日韓両言語

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を中心 として
-

+ の
一

部を加筆修正 したも の で ある｡
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